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教 科 国  語 科 目 国語総合 単位数 ４ 

学 年 １  年 類 型 流通経済科・情報ビジネス科・地域ビジネス科・商業科 

教科書（出版社） 改訂版 高等学校国語総合（数研出版）  

副教材（出版社） 改訂版 高等学校国語総合 準拠ワーク（数研出版） 

授業の概要 
 講義や、グループ学習を通して、国語の基礎・基本的な知識、技能を習得し、思考力・判断
力・表現力等を養う。 

授業の目標 

１ 様々なジャンルの文章を的確に理解する能力を養成し、基礎的・基本的な知識・技能を習
得し、豊かな感受性を養う。 

２ 表現や読書活動を通して言語感覚の向上を図り、言語文化に対する関心を深める。 
３ 様々な古典作品を読解することで、その時代背景や人々の心情を理解する。 
４ 基礎・基本的な事項の理解をもとにして、古典を読み味わう態度を養う。 
５ 古典に親しむことによって人生を豊かにする態度を育てる。 
６ 表現上の特徴を理解し、主体的に読解・鑑賞する能力を養う。 

年 
 
 

間 
 
 

学 
 
 

習 
 
 

計 
 
 

画 

 学習内容（単元・項目） 学 習 目 標 

１ 

学 

期 

１ 随想 
 ・わたしであり、あなたでなくちゃ 
２ 古文入門 
 ・児のそら寝 
３ 漢文入門 
４ 故事 
 ・漁夫之利 
５ 小説（一） 
 ・羅生門  
６ 随筆（一） 
 ・徒然草 
７ 故事 
 ・狐借虎威 
８ 短歌 

・筆者の考える「ひとりきり」の重要さを理解し、「自分らしさ」の
問題について考える契機にする。  

・古文と現代文の違いを知り、古文を読む基礎を学ぶ。  
・説話のおもしろさを読み味わう。 
・漢文訓読の基礎を身に付ける。  
・音読を繰り返し、漢文訓読に慣れる。 
・故事成語とそのもととなった故事に関心を持つ。       
・作家の技巧を学び、小説を読む楽しさを体験する。主人公の心理的
葛藤や心情の変化をたどり、エゴイズムについて考える。                      

・人間、社会などに対する先人のものの考え方にふれ、自分たちの価
値観について改めて考える。 

・故事成語の成り立ちを理解し、漢文の世界に興味を持つ。 
・登場人物のやりとりのおもしろさを理解する。 
・歌のリズムを意識して音読し、どのような感動が歌われているか考
える。 

２ 

学 
期 

１ 評論（一） 
 ・水の東西 
２ 歌物語 
 ・伊勢物語 
３ 史伝 
 ・鶏口牛後 
４ 小説（三） 
 ・富嶽百景 
５ 軍記物語 
 ・平家物語 
６ 唐詩 

・二項対立的な評論を読み、論理的思考力を養う。 
・西洋文化と対比された、日本文化の特徴について理解を深める。 
・歌物語における和歌の役割を理解させ、登場人物の行動や心情を読
み味わう。  

・中国戦国時代の時代背景について学び、背景知識を養う。 
・史伝の表現を学び、思考力や批判力を養う。  
・文章に描かれた登場人物の心情や情景を読み味わい、感想をまとめ
る。  

・文章のリズムを意識しながら音読する。  
・登場人物の言動からその心情を読み取る。  
・唐詩に描かれた情景や心情を読み味わう。  

３ 

学 

期 

１ 評論（二） 
 ・「わらしべ長者」の経済
学 
２ 日記文学 
 ・土佐日記 
３ 文章 
 ・雑説 
４ 思想 
 ・論語 
・弟子 

・論理的な文章の構成や展開を確かめ、筆者の主張を読み取り、経済
学的な発想に興味・関心を持つ。 

・表現の技法や文体などの工夫をとらえ、作者のものの感じ方やとら
え方を正しく理解する。 

・比喩表現を用いて何を訴えようとしているのか、筆者の真意を読み
取る。  

・孔子はどのような生き方を理想としたのかを読み取り、現代に通じ
る「論語」の魅力について考え、発表する。  

観
点
別
評
価 

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 知識・理解 
 国語で伝え合う力を

進んで高めるととも

に、言語文化に対する

関心を深め、国語を尊

重してその向上を図ろ

うとしているか。        

 目的や場に応じて効

果的に話し的確に聞き

取ったり、話し合った

りして、自分の考えを

まとめ、深めている

か。 

 相手や目的、意図に

応じた適切な表現によ

る文章を書き、自分の

考えをまとめ、深めて

いるか。 

 文章を的確に読み

取ったり、目的に応じ

て幅広く読んだりし

て、自分の考えを深

め、発展させている

か。 

 伝統的な言語文化及

び言葉の特徴やきま

り、漢字などについて

理解し、知識を身に付

けているか。 

備
考 

５つの観点に基づき、各学期ごとに定期考査までの学習のまとまりごとに評価し、100点法で評価する。ま
た、学年末の評価は、各学期の評価を平均し総合的に評価する。 

 



２ 

 

 

 

教 科 地理歴史 科 目 世界史Ａ 単位数 ２ 

学 年 1  年 類 型 流通経済科・情報ビジネス科・地域ビジネス科・商業科 

教科書（出版社） 明解 世界史Ａ（帝国書院） 

副教材（出版社）  

授 業 の 概 要 
 教科書に沿って、本文中の内容を理解する。概論だけでなく、歴史的人物や文化・芸術、

トピックを踏まえながら、世界史を学習する。 

授 業 の 目 標 

 世界の歴史を様々な資料を通して理解し、現代の諸課題を歴史的観点から考察することに

よって、歴史的思考力を養い、国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を育

てる。 

年 
 
 

間 
 
 

学 
 
 

習 
 
 

計 
 
 

画 

 学習内容（単元・項目） 学 習 目 標 

１ 

学 

期 

１ 前近代の諸文明 

(1) 人類の始まりと東アジアの文明 

(2) 南アジア世界・東南アジア世界 

(3) 西アジア・北アフリカの文明 

(4) ヨーロッパの文明 

(5) 南北アメリカの文明 

(6) ユーラシアの交流圏 

・地域の自然環境や風土の違いによって生まれた諸文明につ

いて、東アジア、南アジア・東南アジア、西アジア・北ア

フリカ、ヨーロッパ、南北アメリカそれぞれの地域的なま

とまりからその歴史的展開を理解する。 

２ 

学 

期 

２ 一体化に向かう世界から、欧米の

工業化とアジア諸国の動揺 

(1) 繁栄するアジア 

(2) 大航海時代と新たな国家の形成 

(3) ヨーロッパとアメリカの諸革命 

(4) 自由主義とナショナリズムの進展 

(5) アジア諸国の動揺 

(6) 東アジアの大変動 

・近現代社会を理解するための前提となる１６世紀以降の世

界商業の進展及び資本主義の確立を中心に、世界が一体化

に向かう過程を世界の動向と日本とのかかわりに着目し

ながら理解する。 

３ 

学 

期 
３ 世界大戦から地球社会へ 

(1) 現代世界の芽生え 

(2) 第一次世界大戦 

(3) 第二次世界大戦 

(4) 冷戦の時代 

(5) 地球社会への歩み 

・地球規模で一体化した構造をもつ現代世界の特質とその展

開の過程を理解し、人類の課題について、世界の動向と日

本とのかかわりに着目しながら歴史的観点から考察する。 

観

点

別

評

価 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

 世界の歴史に対する

関心と課題意識を高

め、意欲的に追究し、

国際社会に主体的に生

きる国家・社会を形成

する日本国民としての

責務を果たそうとして

いる。 

 現代世界の諸課題を歴

史的観点から考察し、国

際社会の変化に留意しな

がら公正に判断し、その

過程や結果を適切に表現

している。 

 

 

 世界の歴史に関する諸

資料を収集し、有効な情報

を選択して読み取ったり、

図表にまとめたりしてい

る。 

 

 

 

 世界の歴史について

の基本的な事柄や地理

的条件や日本の歴史と

関連付けながら理解し、

その知識を身に付けて

いる。 

 

 

備

考 

４つの観点に基づき、各学期ごとに定期考査までの学習のまとまりごとに評価し、100点法で評価する。

また、学年末の評価は、各学期の評価を平均し総合的に評価する。 
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教 科 数  学 科 目 数 学 Ⅰ 単位数 ３ 

学 年 1  年 類 型 流通経済科・情報ビジネス科・地域ビジネス科・商業科 

教科書（出版社） 最新数学Ⅰ（数研出版） 

副教材（出版社） パラレルノート数学Ⅰ （数研出版）、３ROUND数学Ⅰ （数研出版） 

授業の概要 
数と式、方程式と不等式、２次関数、データの分析は中学校で既習の内容を復習

し発展させたものである。集合と論証、三角比は新しい内容である。  

授業の目標 

 数と式、集合と論証、２次関数、データの分析、三角比について理解し、基礎的

な知識の習得と技能の習熟を図り、それらを的確に活用する能力を伸ばすととも

に、数学的な見方や考え方のよさを認識できるようになる。 

年 
 
 

間 
 
 

学 
 
 

習 
 
 

計 
 
 

画 

 学習内容（単元・項目） 学 習 目 標 

１ 

学 

期 

第１章 数と式 

  第１節 数と式 

  第２節 １次不等式 

 

第３章 ２次関数 

第１節 ２次関数とグラフ 

 

・整式についての加法、減法、乗法の計算及び展開公式・

因数分解公式を自在に使いこなせるようにする。 

・不等式の性質を理解するとに、ともに１次不等式の解

き方を修得する。 

・２次関数のグラフが放物線であることを理解し、式変

形をし、グラフを描けるようにする。２次関数の最大・

最小を理解し、具体的な問題に応用できるようにする。 

２ 

学 

期 

 第２節 ２次方程式と２次不等式 

 

 

第４章 図形と計量 

  第１節 三角比 

 

 

  第２節 正弦定理・余弦定理 

   

 

・２次関数のグラフと２次方程式の関係を理解し、２次

方程式の解を求める様々な方法についての技能を修得

するとともに、２次不等式を解けるようにする。 

・三角比としてのタンジェント、サイン、コサインの意

味を理解し、直角三角形の辺と角の間の基本的な関係

を使えるようにする。 

・座標を用いた鈍角の三角比の求め方を理解する。 

・一般の三角形の辺と角との間に成立する三角形の面積

の公式と、正弦定理、余弦定理を導き、それらを活用

できるようにする。 

３ 

学 

期 

第５章 データの分析 

   

   

第２章 集合と命題 

   

 

・データを整理する必要性を理解させ、度数分布表、ヒ

ストグラム、相対度数、箱ひげ図、相関係数を知る。 

 

・集合についての基本的な用語やその意味を理解する。

命題の真偽、必要条件・十分条件、命題の逆・対偶に

ついて理解し、対偶を利用した証明について知る。 

観

点

別

評

価 

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解 

 関心を持つととも

に、数学的な見方や

考え方のよさを認識

し、それらを事象の

考察に活用できる

か。 

 事象を数学的にとら

え、論理的に考えると

ともに思考の過程を振

り返り多面的・発展的

に考えられるか。 

 事象を数学的に考察

し、表現し処理する仕方

や推論の方法を身に付

け、よりよく問題を解決

できるか。 

 基本的な概念、原

理・法則、用語・記号

などを理解し、基礎的

な知識を身に付けて

いるか。 

備

考 

４つの観点に基づき、各学期ごとに定期考査までの学習のまとまりごとに評価し、100点法で

評価する。また、学年末の評価は、各学期の評価を平均し総合的に評価する。 
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教 科 理  科 科 目 科学と人間生活 単位数 ２ 

学 年 １  年 類 型 流通経済科・情報ビジネス科・地域ビジネス科・商業科 

教科書（出版社） 高等学校 改訂 科学と人間生活（第一学習社） 

副教材（出版社） 改訂 ネオパルノート 科学と人間生活（第一学習社） 

授 業 の 概 要 
 教室での学習活動や、実験・実習作業による探究活動を通して、事物・現象について科学

的な考察力や知識を習得する。 

授 業 の 目 標 

 自然と人間生活とのかかわり及び科学技術が人間生活に果たしてきた役割について，身近

な事物・現象に関する観察・実験などを通して理解を深め、科学的な見方や考え方を養いな

がら、科学に対する興味・関心を高める。 

年 
 
 

間 
 
 

学 
 
 

習 
 
 

計 
 
 

画 

 学習内容（単元・項目） 学 習 目 標 

１ 

学 

期 

第Ⅰ編 科学技術の発展 

 

 

第Ⅱ編 人間生活の中の科学 

 第１章 物質の科学 

  第１節 材料とその利用 

・科学技術の発展が人間生活にどのように貢献してきたか理

解する。 

 

 

・日常生活にみられる身近な物質の素材となる材料の種類、

性質、及び用途について理解する。 

・プラスチックや金属の性質や特徴、分子構造について学習

し、物質の再利用方法について理解を深める。 

２ 

学 

期 

 第２章 生命の科学 

  第１節 生物と光 

 

第３章 熱や光の科学 

  第１節 熱の性質とその   

利用 

 

 

・植物の生育と光との関係、動物の行動及びヒトの視覚と光

とのかかわりについて理解する。 

 

・熱の性質やエネルギーの変換と保存、有効利用について理

解する。 

・温度、熱の伝わり方、仕事とエネルギーについて学習し、

エネルギー資源の有効利用について理解する。 

 

３ 

学 

期 
 第４章 地球や宇宙の科学 

  第１節 身近な自然景観と 

         自然災害 

 

第Ⅲ編 これからの科学と人間生活 

    

 

・日本列島の成因、身近な自然景観の成り立ちと自然災害に

ついて理解する。 

・自然災害について学習し、防災について科学的に理解する。 

・これまで学習してきたさまざまな項目に関する課題を設定

し、科学的に調査・研究を行い、論理的にレポートを作成し

て、的確にプレゼンテーションする。 

観

点

別

評

価 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解 

身近な事物・現象に

関心をもち、科学的な

視点・考察力を養うと

ともに、科学技術に対

する関心を高める態度

を身に付けている。 

身近な生活の中に問題

を見出し、観察、実験な

どを行うとともに、これ

からの科学と人間生活と

のかかわり方について科

学的・論理的に考える。 

観察、実験の技能を習得

するとともに、観察、実験

の過程や結果およびそこ

から導き出した自らの考

えを的確に表現する。 

科学の発展による人

間生活への貢献、現代の

人間生活との関連性に

ついての知識を身に付

け、これからの人間生活

と科学のあり方につい

て理解する。 

備

考 

 ４つの観点に基づき、各学期ごとに100点法で評価する。また、学年末の評価は、各学期の評価を平均

し総合的に評価する。 
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教 科 保健体育 科 目 体  育 単位数 ２ 

学 年 １  年 類 型 流通経済科・情報ビジネス科・地域ビジネス科・商業科 

教科書 (出版社） 現代高等保健体育 改訂版（大修館書店） 

副教材 (出版社） 現代高等保健体育ノート 改訂版（大修館書店） 

授業の概要 

心と体を一体としてとらえ、健康・安全や運動についての理解と運動の合理的な実践を

通して、生涯にわたって計画的に運動に親しむ資質や能力を育てるとともに、健康の保持

増進のための実践力の育成と体力の向上を図る運動を実践します。 

授業の目標 

１ 各種の運動の合理的な実践を通して、運動技能を高め運動の楽しさや喜びを深く味わ

うことができる能力や態度を育成します。 

２ 集団行動を正しく理解し、秩序正しく能率的に行う能力を養い、体育実技において安

全と運動効率の向上を目的とし、服装の徹底と自己管理を行う資質を育成します。 

年 
 
 

間 
 
 

学 
 
 

習 
 
 

計 
 
 

画 

 学習内容（単元・項目） 学 習 目 標 

１ 

学 

期 

１ 体つくり運動 

（１）体ほぐしの運動 

 ア 集団行動（基本動作） 

 イ ストレッチング 

（２）体力を高める運動 

 ア 時間走 

 イ 持久走（新体力テスト） 

２ 球技選択Ⅰ 

（１）バドミントン 

（２）テニス 

（３）卓球 

（４）柔道 

３ 体育理論Ⅰ 

・基本的な集団行動の定着と日々の活動の中での応用を目

指します。 

・主運動を行う前の、正確な体操及びストレッチを学びま

す。 

 

・自分の体力の実態を知るため、体力テストを行います。 

・集団的技能や個人技能の程度に応じてゲームができるよう

になります。 

・各技能を発揮し、攻撃と防御を展開し、勝敗を争うこと

の中から作戦を立て、工夫をすることの楽しさや喜びを味わ

います。 

・運動･スポーツの文化的特徴について学びます。 

２ 
学 
期 

４ 球技選択Ⅱ 

（１）ソフトボール 

（２）バレーボール 

（３）ハンドボール 

５ 球技選択Ⅲ 

（１）サッカー 

（２）バスケットボール 

６ 体育理論Ⅱ 

・集団的技能や個人技能の程度に応じてゲームができるよう

になります。 

・各技能を発揮し、攻撃と防御を展開し、勝敗を争うこと

の中から作戦を立て、工夫をすることの楽しさや喜びを味わ

います。 

 

 

・運動･スポーツの文化的特徴について学びます。 

３ 

学 

期 

７ 陸上競技（長距離走） 

時間走・記録測定 

（男子3000m・女子 1500m） 

８ 体育理論Ⅲ 

・一定の長い距離を走る中で、自分に合ったペースコント

ロールが分かり、自己記録を更新できるよう挑戦します。 

・運動･スポーツの文化的特徴について学びます。 

観

点

別

評

価 

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解 

・運動の楽しさや喜

びを深く味わうため

に自ら進んで運動し

ようとしている。 

・公正・協力・責任

などの社会的態度が

身に付いている。 

・自己やグループの能

力と運動の特性に応じ

た課題を見つけ出して

いる。 

・課題解決を目指し、

工夫している。 

 

・運動技能の構造と運動

の学び方、体ほぐしの意

義と体力の高め方に関す

る事項を理解し、身に付

けている。 

 

・自己体力や生活に応

じて体力を高めるため

の運動の合理的な行い

方を身に付けている。 

 

備

考 

４つの観点に基づき、学期ごとに 100 点法で評価し、学年末には、各学期の評価を平均し、総合的に

評価する。 
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教 科 保健体育 科 目 保  健 単位数 １ 

学 年 １  年 類 型 流通経済科・情報ビジネス科・地域ビジネス科・商業科 

教科書（出版社） 現代高等保健体育 改訂版（大修館書店） 

副教材（出版社） 現代高等保健体育ノート 改訂版（大修館書店） 

授業の概要 

現代保健社会における健康やその考え方が変化していること、生活習慣病や喫煙、飲

酒、薬物乱用などの問題に対応する必要があること、適切な意志決定と行動選択が重要と

なること、ストレスに適切に対処することや自己実現を図る努力が必要であること、交通

事故防止する重要性や応急手当の方法などを中心に授業を展開します。 

授業の目標 

１ 個人生活や社会生活における心身の健康や安全に関心を持ち、自ら健康で安全な生活

を実践できるような意欲を育てます。 

２ 心身の健康や安全に関する問題解決を目指し、適切な意志決定を行い、選択すべき行

動を適切に判断できる力を身に付けます。 

年 
 
 

間 
 
 

学 
 
 

習 
 
 

計 
 
 

画 

 学習内容（単元・項目） 学 習 目 標 

１ 

学 

期 

１ 現代社会と健康 

（19）交通事故の現状と要因 

（20）交通社会での運転者の資質と責任 

（21）安全な交通社会づくり 

（22）応急手当の意義とその基本 

（23）心肺蘇生法 

（24）日常的な応急手当 

（１）私たちの健康のすがた 

（２）健康のとらえ方 

・交通事故を防止するためには、車両の特性の理解、安全な

運転や歩行など適切な行動、自他の生命を尊重する態度及び

交通環境の整備などが重要であること、また、交通事故には

責任や補償問題が生じることを理解します。 

・傷害や疾病に際しては、心肺蘇生法などの応急手当を行う

ことが重要であり、応急手当には正しい手順や方法があるこ

とを理解します。 

２ 

学 

期 

（３）健康と意志決定・行動選択 

（４）健康に関する環境づくり 

（５）生活習慣病とその予防 

（６）食事と健康 

（７）運動と健康 

（８）休養・睡眠と健康 

（９）喫煙と健康 

（10）飲酒と健康 

（11）薬物乱用と健康 

（12）現代の感染症 

（13）感染症の予防 

・健康の考え方やその保持増進の方法は国民の健康水準の向

上や疾病構造の変化に伴って変わってきており、健康に関す

る個人の適切な意志決定や行動選択が重要となっていること

を理解します。また、我が国や世界では様々な保健活動や対

策が行われていることを理解します。 

・健康を保持増進するともに、生活習慣病を予防するために

は、食事、運動、休養及び睡眠の調和がとれた生活の実践及

び喫煙、飲酒に関する適切な意志決定や行動生活が必要であ

ることを理解します。 

・薬物乱用は心身の健康などに深刻な影響を与えることから

行ってはならないことや医薬品を正しく使用する必要がある

ことを理解します。 

３ 

学 

期 

（14）性感染症・エイズとその予

防 

（15）欲求と適応機制 

（16）心身の相関とストレス 

（17）ストレスへの対処 

（18）心の健康と自己実現 

 

・感染症の予防には、適切な対策が必要であること理解しま

す。 

・人間の欲求と適応機制には様々な種類があること及び精神

と身体には密接な関連があること、また精神の健康を保持増

進するためには、欲求やストレスに適切に対処するとともに

自己実現を図るよう努力していくことの重要性を理解しま

す。 

観

点

別

評

価 

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解 

・健康の保持増進に

ついて関心を持って

いるか。仲間と協力

して資料を集め、意

見交換をしている。 

・自分のこれまでの学習

や体験、資料などを基に

したり、他人の意見や考

えを聞いたりして、課題

の設定や解決の方法を考

え、判断している。 

 ・適切な生活行動を選

択し実践すること必要

であることを理解し、

問題解決に役立つ知識

を身に付けている。 

備

考 

３つの観点に基づき、学期ごとに 100点法で評価し、学年末には、各学期の評価を平均し、総合的に評

価する。 
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教 科 芸  術 科 目 音 楽 Ⅰ 単位数 ２ 

学 年 １  年 類 型 
流通経済科・情報ビジネス科 

地域ビジネス科・商業科 

教科書（出版社） 高校生の音楽１（教育芸術社） 

副教材（出版社）  

授 業 の 概 要 

音楽の諸活動を通して、創造的な表現の能力を伸ばし、鑑賞の能力を高め、音楽を愛好す

る心情を養う。音楽の組み立て方の把握と表現との関わりや、簡単な旋律の創作、タブレッ

ト端末による創作表現を体験する。 

授 業 の 目 標 
音楽の諸活動を通して、創造的な表現の能力を伸ばし、鑑賞の能力を高め、自ら音楽作品

や総合芸術に積極的にふれあい、生涯にわたって音楽を愛好する心情を養う。 

年 
 
 

間 
 
 

学 
 
 

習 
 
 

計 
 
 

画 

 学習内容（単元・項目） 学 習 目 標 

１ 

学 

期 

・校歌         
 
・リコーダー実習 
 
・のばら 
 
・カロ・ミオ・ベン 
 
・メヌエット 
 
・J.S.バッハ 

・校歌の意義を認識し、歌詞の意味や表現に親しむ。 
 
・アルトリコーダーの演奏の基本を理解する。 
 
・原語歌詞に親しみ、感情豊かに歌う。 
 
・楽曲の歌唱と鑑賞を通してイタリア歌曲に親しむ。 
 
・２重奏に取り組み、完成度の高い演奏を目指す。 
 
・バッハの作品を鑑賞し、バロック様式の音楽に親しむ。 

２ 

学 

期 

・和音と旋律   
 
・故郷 
 
・モーツァルト 
 
・DTMの実習 
 

・和音を利用して旋律や対旋律を創作する。 

 
・季節に合った楽曲を歌い、歌う喜びを感じ取る。 
 
・「アマデウス」を鑑賞し、時代背景やオペラなどの作品の背
景を知る。 

・タブレット端末の作曲アプリを通して楽曲の創作活動に親
しむ 

３ 

学 

期 
・ボレロ 
 
・情景描写の音楽 
 
・日本の伝統音楽 
 

・オーケストラの楽器とその音色を知り、その響きの豊かさ
を味わう。 

・情景描写の音楽（標題音楽）の代表作品の鑑賞をする。 
・名曲の特徴を絶対音楽と標題音楽の視点から考えさせる。 
・雅楽や、能・狂言を鑑賞し、その心情や音楽と舞踊の日本
的な美を味わう。 

観

点

別

評

価 

関心・意欲・態度 音楽表現の創意工夫 音楽表現の技能 鑑賞の能力 

様々な表現形態によ

る歌唱活動に関心をも

ち、それらの演奏効果

を生かして歌うことに

主体的に取り組もうと

している。 

リズム、旋律、テクスチュ

ア、強弱、形式を知覚し、そ

れらの働きが生み出す特質

や雰囲気などを感受しなが

ら、歌詞の内容をかかわらせ

て、様 な々表現形態による歌

唱の特徴を生かした音楽表

現を工夫して、どのように歌

うか表現意図をもっている。 

曲想を歌詞の内容とか

かわらせて、イメージをも

って音楽表現をするため

に、必要な歌唱の技能を身

に付け、創造的に表してい

る。 

音楽を形づくっている要

素を知覚し、それらの働き

が生み出す特質や雰囲気を

感受しながら、日本や世界

の歌、楽器の音色の特徴と

表現の効果上とのかかわり

を感じ取って、その文化

的・歴史的な背景を踏まえ

て音楽の多様性を理解し、

よさや美しさを創造的に味

わって聴いている。 

備

考 

４つの観点に基づき、学期ごとに100点法で評価し、学年末には各学期の評価を平均し、総合的に評価

する。 



８ 

 

 

教 科 芸  術 科 目 書 道 Ⅰ 単位数 ２ 

学 年 １  年 類 型 
流通経済科・情報ビジネス科・ 

地域ビジネス科・商業科 

教科書（出版社） 新編 書道Ⅰ（教育出版） 

副教材（出版社）  

授 業 の 概 要 
 漢字の書、仮名の書、漢字仮名交じりの書に関する表現や鑑賞活動を通して、書の基礎的

な能力を伸ばし、物の見方、考え方を育成する。 

授 業 の 目 標 

 書道の幅広い活動を通して、生涯にわたり書を愛好する心情を育てるとともに、感性を高

め、書写能力の向上を図り、表現と鑑賞の基礎的能力を伸ばし、書の伝統と文化について理

解を深める。 

年 
 
 

間 
 
 

学 
 
 

習 
 
 

計 
 
 

画 

 学習内容（単元・項目） 学 習 目 標 

１ 

学 

期 

１ 書写から書道へ 

 

 

 

２ 楷書 

 

 

 

 

３ 行書 

１ 中学校で学習した書写の学習内容を確認し、書写を基礎

としながら、新たに書への視野を広げ、書道の学習の意義

や目標を理解する。 

 

１ 各古典を鑑賞し、それぞれの古典の作者や時代背景を理

解する。 

２ 楷書の基本点画、線質の表し方、結構や字形の取り方を

学習する。 

 

１ 代表的な古典を鑑賞し、作者や時代背景に関する理解を

深める。 

２ 古典の特徴を把握し、行書の基本的な用筆法を学習する。 

２ 

学 
期 

４ 漢字仮名交じりの書 

 

 

 

５ 篆書 

 

６ 篆刻 

１ 自らの思考や感動を表現できる「ことば」を選び、漢字

や仮名の特徴を理解し、用具、用材や形式、構成などの表

現方法を工夫し、作品を制作する。 

 

１ 逆筆・蔵峰を学習する。 

 

１ 篆刻をとおして、書を刻す文化を学習する。 

３ 

学 

期 

 

 

７ 仮名 

２ 刻し終えた印を鑑賞し、印の美を理解する。 

 

１ 仮名の成立と変遷を理解する。 

２ 仮名の基礎を学ぶことにより、流動美、紙面構成を学習

する。 

観

点

別

評

価 

書への関心・意欲 

・態度 
書表現の構想と工夫 創造的な書表現の技能 鑑賞の能力 

書の創造的活動の喜び

を味わい、書の伝統と

文化に関心を持ち、主

体的に表現や鑑賞の創

造的活動に取り組もう

とする。 

書のよさや美しさを感じ

取り、感性を働かせなが

ら、自らの意図に基づい

て構想し、表現を工夫し

ている。 

 

創造的な書表現をするた

めに、基礎的な能力を生か

し、効果的な表現の技能を

身につけ表している。 

 

 

書の伝統と文化につい

て幅広く理解し、その価

値を考え、書のよさや美

しさを創造的に味わっ

ている。 

 

備

考 

書の伝統と文化に関心を持って、主体的に表現や鑑賞の創造的活動に取り組んでいるか。授業態度、提

出作品を総合的に判断して評価する。 
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教 科 外 国 語 科 目 コミュニケーション英語Ⅰ 単位数 ３ 

学 年 １  年 類 型 地域ビジネス科・商業科 

教科書（出版社） Revised BIG DIPPER English CommunicationⅠ（数研出版） 

副教材（出版社） 
英単語ターゲット 1400（旺文社）、Newエキスパート英語検定練習問題集２級（桐原書店）

Seek neo 1・２（第一学習社）、Reading Gym標準編・発展編（英語問題研究会） 

授 業 の 概 要 

１ 予習で分からなかった箇所の説明を聞いてノートにまとめるとともに、内容に対する理

解を深める。 

２ 音読練習で英語の発音に親しみ、ペアワークやグループワークなどを通して自己表現を

行う。 

授 業 の 目 標 

１ 積極的に英語に触れ、コミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

２ 聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づいて、情報や考えな

どを伝えたり理解する基礎的な力を養う。 

年 
 
 

間 
 
 

学 
 
 

習 
 
 

計 
 
 

画 

 学習内容（単元・項目） 学 習 目 標 

１ 

学 

期 

Lesson1  High School Life at Home and Abroad  

Lesson2  Giant Pandas: Everyone’sFavorite 

Lesson3  Yanase Takashi: TheCreator of Anpanman 

Lesson4  The History of the Telephone 

 

学習内容についての問題演習 

・中学で既習の文法事項を復習しながら、比較的易しく親し

みやすいテーマの題材を通して必要な情報を的確につか

み、簡単な自己表現活動を行う。 

・学習のポイントは、現在形、過去形、未来を表す表現、現

在進行形、過去進行形、SVC、SVO、動名詞、不定詞、受

動態、SVOO、SVOC、現在完了、関係代名詞、分詞の形

容詞用法などである。 

２ 

学 
期 

Lesson5  Universal Design: Why Is It Important for You?  

Lesson6  J. K. Rowling: Everyone Has Hidden Power 

Lesson7  The Bicycle: An Old Friend and a New 

Friend 

Lesson8  From Child to Adult: When Do You Change? 

 

学習内容についての問題演習 

・新出の文法事項や表現を学習しながら、社会の中の自分や

世界の中の日本について考える比較的短い題材を通して必

要な情報を的確につかむ。また、その情報をもとに適切な

自己表現活動を行う。 

・学習のポイントは、形式主語、比較、would、used to、 

過去完了、SVO＋to do、分詞構文、SVOC、関係副 

詞、つなぎ表現などである。 

３ 

学 

期 

Lesson9  Food Miles: Where Does Our Food Come 

From? 

Lesson10 Logical Thinking: A Skill for World-class 

Players 

 

学習内容についての問題演習 

・新出の文法事項や表現を学習しながら、社会の中の自分や

世界の中の日本について考える比較的短い題材を通して必

要な情報を的確につかむ。また、その情報をもとに意見を

交換し合う。 

・学習のポイントは、助動詞を含む受動態、関係副詞、仮定

法過去、間接疑問、関係代名詞、強調構文などである。 

観

点

別

評

価 

コミュニケーションへの

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての

知識・理解 

積極的な態度で言語活
動に参加し、相手とのコミ
ュニケーションを図ろう
と努力している。 

聞き手に伝わるよう
に英語で音読すること
ができる。英語で話し合
ったり意見の交換をし
たりすることができる。
情報や考えなどを英語
で簡潔に書くことがで
きる。 

英語を聞いて理解した
り、概要や要点をとらえた
りすることができる。英語
を読んで理解したり、概要
や要点をとらえたりするこ
とができる。 

単語、熟語、文法などに
ついて、その意味や適切な
使い方を理解している。英
語を使う上で必要な文化
的背景について理解して
いる。 

備

考 

４つの観点に基づき、各学期ごとに100点法で評価し、学年末には各学期の評価を平均し総合的に評価

する。 
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教 科 外 国 語 科 目 英語表現Ｉ 単位数 ２ 

学 年 １    年 類 型 地域ビジネス科 

教科書 
（出版社） 

New One World ExpressionsⅠRevised Edition（教育出版） 

副教材 
（出版社） 

Zoom 総合英語 （第一学習社）  

Zoom English Grammar 27 Lessons （第一学習社） 

授業の概要 
 レッスンごとにテーマに応じた文法事項を学び、リスニングや練習問題などを通
して声に出して読んだり書いたりして理解を深め、自己表現を行う。 

授業の目標 
１ 英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成する。 
２ 事実や意見などを多様な観点から考察し、論理の展開や表現の方法を工夫しな 
がら伝える能力を養う。 

年 
 
 

間 
 
 

学 
 
 

習 
 
 

計 
 
 

画 

 学習内容（単元・項目） 学 習 目 標 

１ 

学 

期 

Lesson 1 
My Name Is Michael Smith 

Lesson 2 
We Are Going to Have a Picnic 

Lesson 3  School Rules 
Lesson 4 
Going to Canada to See Hiroko 

Expressions in Use 1 
Lesson 5  It’s a Small World 
Lesson 6  What Is This Called? 
Lesson 7  I Like Playing the Piano 

・現在形、過去形、現在進行形、過去進行形の用法 
 
・未来表現の用法 
・助動詞の用法 
・to 不定詞の用法 
・買い物をするときの表現 
・現在完了形、過去完了形、現在完了進行形、過去完
了進行形 

・受け身の用法 
・動名詞の用法 
・SVO（O=to 不定詞）、SVO1O2（O2=to 不定詞）、知覚動詞 

２ 

学 

期 

Lesson 8  
I Almost Forgot to Tell You 

Expressions in Use 2 Task 1 
【Show＆Tell】This Is My Hero 
Lesson 9  Reading Books 
Lesson 10  Photos from Hawaii 
Lesson 11 
A Partner Who Does Housework 

Lesson12What Impressed Me Most 
Expressions in Use 3 Task 2 
【Presentation】School System in Japan 

・SVO、SVO1O2（O、O2=to不定詞）、知覚動詞の用法 
・食事の注文をするときの表現 
 
・比較級、最上級、同等比較、倍数比較の用法 
・前置詞や分詞による後置修飾の用法 
・主格、目的格の関係代名詞の用法 
・関係代名詞を用いた表現 
・関係代名詞 whose、 what や that の特別用法 
・道案内をするときの表現 
・聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験した
ことに基づき、情報や考えなどをまとめ、発表す
る。 

３ 

学 

期 

 Lesson 13 
A Country Where English Is Spoken 

Lesson 14 Electronic Dictionaries 
Lesson 15 
I Was Reading,  Eating Sembei 

Lesson 16 
If I Were you,  I Would Practice Harder 

Task 3 
【Making Your Opinion】 

Should Japan Make English the Official Language? 

・関係副詞 when、where、why、how の用法 
・接続詞の用法 
・分詞構文の用法 
 
・仮定法過去、仮定法過去完了、I wish を用いた仮定
法 
・聞いたり読んだりした内容について、そこに示され
ている意見を他の意見と比較して共通点や相違点を整
理したり、自分の考えをまとめる。 

観
点
別
評
価 

コミュニケーションへの 
関心・意欲・態度 

外国語表現の能力 外国語理解の能力 
言語や文化についての

知識・理解 

コミュニケーション
に関心を持ち、積極的
にコミュニケーション
を図ろうと努力してい
る。 

事実や意見を多様な
観点から考察し、論理
の展開や表現の方法を
工夫しながら英語で伝
えることができる。 

  英語やその運用につ
いての知識を身に付け
ているとともに、言語
の背景にある文化など
を理解している。 

備
考 

３つの観点に基づき、各学期ごとに 100 点法で評価し、学年末には各学期の評価を平均し総合
的に評価する。 
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教 科 商  業 科 目 ビジネス基礎 単位数 ２ 

学 年 １  年 類 型 地域ビジネス科 

教科書（出版社） ビジネス基礎新訂版 (東京法令出版) 

副教材（出版社） 珠算電卓実務検定模擬問題集１級・２級(暁出版) 

授 業 の 概 要 

 商業を学ぶ目的と学び方、学習分野について理解するとともに、経済活動とビジネスに関する

知識を身に付けます。ビジネスと流通活動に関する基礎的な知識を習得するとともに、売買計算

に関する知識と技術を習得します。 

授 業 の 目 標 

 ビジネスに関する基礎的な知識と技術を習得し、経済社会の一員として望ましい心構えを身に

付けるとともに、ビジネスの諸活動に適切に対応できる能力と態度を習得します。また商業を学

ぶ目的や学び方、卒業後の進路などについて主体的に考え、意識を深めます。 

年 
 
 

間 
 
 

学 
 
 

習 
 
 

計 
 
 

画 

 学習内容（単元・項目） 学 習 目 標 

１ 

学 

期 

第１章 商業の学習ガイダンス 

 

 

第２章 ビジネスとコミュニケーシ

ョン 

 

第５章 ビジネスと売買取引 

・商業を学ぶ目的・学び方について学習します。 

・商業の学習内容の全体像を把握し、学習分野とその目的とする

能力、科目の構成を学習します。 

・ビジネスにおける基本的なマナーや人間関係構築の意義、ビジ

ネスに対する望ましい心構えを学習します。 

・ビジネスの場面に応じた言葉の使い方を学習します。 

・売買契約成立の手順や文書の作成について学習します。 

・小切手や約束手形、為替手形の仕組みについて学習します。 

・電子商取引の仕組みと ICカード型電子マネー等の代金決済の 

仕組みを学習します。 

２ 

学 

期 

第３章 経済と流通の基礎 ・流通活動における売買取引及び仕入原価、売価、利息、外国貨

幣の換算の必要性を理解し、計算技術を習得します。 

・生産・流通・消費に関する諸活動を理解し、市場で価格が決定

する事を学習します。 

・生産から消費に至る役割の分担の変化や、小売業の種類や卸売

業の役割を学習します。 

３ 

学 

期 
第４章 企業活動の基礎 

 

 

・個人企業から多様な企業形態を通して、共通してみられる経営

組織の体系を学習します。 

・資金調達の方法とその特徴を学習します。 

・売買業者以外のビジネスについて理解します。 

・税の仕組みや役割について学びます。 

・雇用の形態や雇用に伴う企業の責任について学習します。 

 

観

点

別

評

価 

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解 

ビジネスについて

関心を持ち、ビジネス

の諸活動への適切な

対応を目指して主体

的に取り組んでいる

か。 

ビジネスの諸活動へ

の適切な対応を目指し

て思考を深め、ビジネス

の諸活動に携わる者と

して適切に判断・表現で

きているか。 

ビジネスに関する基礎

的・基本的な技術を身に

付け、ビジネスの諸活動

への適切な対応を合理的

に計画しその技術を活用

しているか。 

ビジネスに関する基

礎的・基本的な知識を

身に付け、経済社会の

一員としての望ましい

心構えについて理解し

ているか。 

備

考 

 ４つの観点に基づき、各学期ごとに１００点法で評価し、学年末には各学期の評価を平均し総

合的に評価する。 
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教 科 商  業 科 目 簿  記 単位数 ４ 

学 年 １  年 類 型 地域ビジネス科 

教科書（出版社） 高校簿記新訂版（実教出版） 

副教材（出版社） 完全段階式標準検定 簿記問題集全商２級・３級（東京法令出版） 

授 業 の 概 要 
 簿記の基礎的・基本的な技術を身に付け、ビジネスの諸活動を計数的に把握し、適切に処

理するとともに、その成果を的確に表現する。 

授 業 の 目 標 

１ 企業において発生する取引を仕訳し、勘定科目を経て、決算に至る簿記の基本的な仕組

みについて理解させる。 

２ 帳簿や財務諸表を通して、ビジネスの諸活動を計数的に把握する能力と態度を育てる。 

年 
 
 

間 
 
 

学 
 
 

習 
 
 

計 
 
 

画 

 学習内容（単元・項目） 学 習 目 標 

１ 

学 

期 

第Ⅰ編 簿記の基礎 

 

 

 

第Ⅱ編 取引の記帳と決算Ⅰ 

・簿記の意味、目的、役立ちなどを理解させ、学習の心構え

を養う。 

・資産・負債・純資産・収益・費用のそれぞれの意味と種類

を理解する。 

・現金、当座預金、その他の預金の意味を理解する。 

・３分法による商品売買損益の計算法と記帳法を習得する。 

・第Ⅱ編で学習したいろいろな勘定科目の意味を理解し、正

しい仕訳ができるようにする。  

２ 

学 

期 

第Ⅲ編 取引の記帳と決算Ⅱ 

 

第Ⅳ編 帳簿と伝票 

 

第Ⅴ編 取引の記帳と決算Ⅲ 

 

第Ⅵ編 本支店の会計 

・約束手形と為替手形の違いを復習し、これらの手形の授受

に伴う記帳法を理解する。 

・帳簿の種類と、帳簿組織およびそれらと分課制度との関係、

帳簿種類の立案について理解する。 

・普通の売買取引と対比させながら、それぞれの取引の特徴

を十分理解する。 

・支店会計の意味を理解させ、本支店間および支店相互間の

取引の記帳法を理解する。 

・未達事項の意味と、その整理法を理解させる。 

３ 

学 

期 
第Ⅶ編 複合仕訳帳制 

 

 

 

発展編 株式会社の記帳 

 

・複合仕訳帳の意味と合理化の方法を理解する。 

・各種の特殊仕訳帳の記帳法と総勘定元帳・補助元帳への転

記法を習得する。 

・複合仕訳帳制における普通仕訳帳の役割を理解する。 

・株式会社と個人企業との記帳方法の違いについて理解する。 

・繰延資産の意味と種類について理解する。 

・剰余金の処分、社債、税金の記帳について理解する。 

観

点

別

評

価 

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解 

企業の簿記の意味と

役割を知り、簿記の学

習に興味を示し、学習

しようとする態度が見

られたか。 

 

簿記に関する諸問題の

解決を目指し、自ら考え

を深め、基礎的・基本的

な知識と技術を活用して

適切に判断し、工夫する

能力を身に付けている

か。 

企業の諸活動を計数的

に把握し、適切に処理する

とともに、その財政状態や

経営成績を的確に表現す

ることができたか。 

 

簿記の基礎的・基本的

な知識を理解したか。 

簿記の基礎概念の資

産・負債・純資産・収益・

費用について詳しく理

解ができているか。 

備

考 
４つの観点に基づき、各学期ごとに100点法で評価し、学年末には各学期の評価を平均して評価する。 
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教 科 商  業 科 目 情報処理 単位数 ２ 

学 年 １  年 類 型 地域ビジネス科・商業科 

教科書（出版社） 最新情報処理 新訂版 (実教出版) 

副教材（出版社） 
全商情報処理検定模擬試験問題集 ３級(実教出版) 

全商ビジネス文書実務検定模擬試験問題集 ３級（実教出版） 

授業の概要 
 表計算ソフトウェアの活用を中心に、ビジネスにおける情報の処理や活用を実践

する。 

授業の目標 

１ ビジネスと情報処理について理解し、情報活用能力を高める。 

２ 表計算ソフトウェアの活用に習熟させ、高度な資格取得を目標にする。 

３ 正しい情報モラルについて理解し、実践できる能力を養う。  

年 
 
 

間 
 
 

学 
 
 

習 
 
 

計 
 
 

画 

 学習内容（単元・項目） 学 習 目 標 

１ 

学 

期 

１章 情報の活用と情報モラル  

 

 

 

２章 情報通信ネットワークと

セキュリティ管理 

 

・「情報処理」を学ぶ目的を理解する。 

・情報の意義と役割、ビジネスとの関わりを理解する。 

・ソフトウェアの役割を理解し、基本的操作を習得する。 

 

・情報通信ネットワークの構成や利用形態の概要を理解

する。 

 

２ 

学 

期 

３章 ビジネス情報の処理と分

析 

 

 

 

 

４章 ビジネス文書の作成 

・表計算ソフトウェアの特色を理解し、ビジネス情報の

処理に活用するための知識、技術を習得する。 

・操作などの技能について学ぶとともに、情報の分析方

法や分析した結果を表現する方法、統計処理の基本的

な知識を身に付ける。 

 

・ビジネス文書を作成するために必要な基本的知識や技 

術を習得する。 

３ 

学 

期 

 

５章 プレゼンテーション 

・ビジネスに関する情報の収集・処理・分析を行い、報

告書や提案書を作成し、プレゼンテーションを行うた

めに技法を身に付ける。 

観

点

別

評

価 

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解 

ビジネスにおける

情報の活用に関心を

持ち、意欲的に知

識・技術を身に付け

ようとしているか。 

情報をビジネスに活

用するために適切な判

断ができているか。ま

た、選択しているか。 

表計算ソフトウェア

を用いて、情報の整理や

加工をする技術が身に

付いているか。 

ビジネスにおける

情報活用の意義と役

割を理解し、実践する

ために知識が身に付

いているか。 

備

考 

４つの観点に基づき、学期ごとに定期考査までの学習のまとまりごとに評価し、100点法で評

価する。また、学年末の評価は、各学期の評価を平均し総合的に評価する。 
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教 科 商  業 科 目 松山学Ⅰ 単位数 ２ 

学 年 １  年 類 型 地域ビジネス科 

教科書（出版社） 学校設定科目「松山学Ⅰ」（松山商業高校） 

副教材（出版社）  

授業の概要 

１ 地域の現状と課題、地域に暮らす人々の願いを理解するため、地域に根ざした

活動を展開する。 

２ 学校の内外において、実践的・体験的な学習を行う。 

授業の目標 
１ 地域を愛し、地域に生き、地域のリーダーとなる人材を育成する。 

２ 観光振興や地域イベントの開催によって、地域に新たな魅力を創出する。 

年 
 
 

間 
 
 

学 
 
 

習 
 
 

計 
 
 

画 

 学習内容（単元・項目） 学 習 目 標 

１ 

学 

期 

１ ガイダンス 

 ⑴ 「松山学」について 

 ⑵ 松山について知ろう 

 ⑶ 松山の商店街について知

ろう 

 ⑷ 松山の姉妹都市・友好都

市、松商の姉妹校について

知ろう 

・学習の目標と心得、学習方法を理解する。 

・地域に対する誇りと愛着を持ち、地域創生を担う使命

感を養う。 

・地域に関する豊富な知識を身に付けるとともに、地域

の現状や課題、地域に暮らす人々の願いを理解する。 

・地域とのつながりを強化し、共助関係を構築する。 

２ 

学 

期 

２ 地域経済の現状と課題 

 ⑴ 人口構成と推移 

⑵ 人口動態 

 ⑶ 松山市の歴史と環境 

 ⑷ 安全と交通 

 ⑸ 教育 

 ⑹ 経済 

 ⑺ 地域の企業 

 ⑻ 地域の活動状況 

・実践的、体験的な学びから、積極性や主体性、コミュ

ニケーション能力を伸長させる。 

・自らの考えを他者に的確に伝えられる力を身に付け

る。 

・実践的、体験的な学びから得た知見を活用し、他者と

協働する力を身に付ける。 

３ 

学 

期 
 ⑼ 地域の課題 

 ⑽ 観光プランの作成 

 ⑾ ビジネスプランの作成 

３ 自己評価 

・一人一人が、自分だけの特別な経験を蓄積する。 

観

点

別

評

価 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

・地域の現状や課題、地

域に暮らす人々の願い

について理解しようと

しているか。 

・積極的な態度でワーク

ショップや実習に参加

しているか。 

・実践的、体験的な活動を

通して獲得した知見をも

とに、地域に活力や魅力を

与えるためには何をしな

ければならないか、自らの

アイデアを持っているか。 

・地域の課題を解決する活

動や地域貢献活動を推進

し、地域に活力や魅力を創

出できているか。 

・自らの考えを他者に的確

に伝えることができている

か。 

・地域の現状や課題、地域

に暮らす人々の願いを理

解し、地域に対する愛情と

誇り、地域活性化を担う使

命感を持つことができて

いるか。 

 

備

考 

 ４つの観点に基づき、各学期ごとに定期考査までの学習のまとまりごとに評価し、100点法で

評価する。また、学年末の評価は、各学期の評価を平均し総合的に評価する。 


